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減
災
対
策
の
具
体
案
に
対
す
る
委
員
か
ら
の
提
案

分
類

河
川
整
備
基
本
方
針

委
員
か
ら
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
の
提
案

１
　
「
知
る
」

水
害
リ
ス
ク

を
認
識
す
る

【
中
川
委
員
】

1
.堤

防
（
川

）
際

と
堤

防
か

ら
離

れ
た
街

区
で
は

リ
ス
ク
は

同
じ
で
は

な
い

リ
ス

ク
の

差
を

示
す

こ
と

が
必

要
で

あ
る

（
示

し
方

の
例

：
浸

水
深

、
流

速
、

区
域

指
定

等
）
。

家
屋

の
脆

弱
性

評
価

も
評

価
項

目
と

し
て

追
加

す
べ

き
。

（
大

水
害

事
例

の
評

価
結

果
の

文
献

報
告

を
参

照
）

【
中
川
委
員
】

2
.複

数
河

川
の

氾
濫

想
定

尼
崎

市
で

の
猪

名
川

＋
武

庫
川

、
西

宮
市

で
の

小
河

川
＋

武
庫

川
は

同
時

氾
濫

は
想

定
し

て
お

く
べ

き
で

あ
る

。

【
中
川
委
員
】

3
.内

水
＋

外
水

を
視

野
に
入

れ
る

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

あ
る

外
水

情
報

だ
け

で
は

足
り

な
い

。
堤

防
か

ら
越

水
（
ま

た
は

決
壊

）
す

る
ほ

ど
の

状
況

に
お

い
て

は
、

す
で

に
内

水
は

排
除

不
能

に
な

っ
て

い
る

。
例

え
ば

3
0
cm

以
上

浸
水

し
て

い
る

時
点

で
高

齢
者

・
女

性
・
子

供
の

徒
歩

で
の

避
難

は
困

難
で

あ
る

。

【
中
川
委
員
】

4
.情

報
提

供
の

改
善

(a
)大

規
模

水
害

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
画

像
・
映

像
等

ビ
ジ

ュ
ア

ル
に

理
解

で
き

る
ツ

ー
ル

（
w

eb
コ

ン
テ

ン
ツ

、
ビ

デ
オ

、
D

V
D

な
ど

）
の

整
備

(b
)こ

れ
ら

コ
ン

テ
ン

ツ
の

ケ
ー

ブ
ル

テ
レ

ビ
、

県
政

番
組

で
の

放
映

【
中
川
委
員
】

5
.小

中
学

校
で
の

必
修

化
浸

水
想

定
区

域
内

に
お

い
て

は
、

小
学

校
に

お
け

る
減

災
教

育
を

徹
底

実
施

す
る

。
豪

雨
模

擬
体

験
、

浸
水

避
難

（
水

流
）
模

擬
体

験
な

ど
の

体
験

学
習

と
水

害
リ

ス
ク

の
地

域
特

性
の

理
解

を
促

す
。

中
学

校
に

お
い

て
は

、
体

験
学

習
に

加
え

て
、

地
域

の
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
読

み
取

り
自

宅
か

ら
避

難
場

所
へ

の
避

難
経

路
を

作
成

さ
せ

る
。

い
ず

れ
も

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
内

容
は

学
校

任
せ

に
せ

ず
、

県
に

お
い

て
モ

デ
ル

学
習

内
容

を
複

数
デ

ザ
イ

ン
し

提
示

す
る

。
既

制
作

の
兵

庫
県

防
災

学
習

コ
ン

テ
ン

ツ
（
兵

庫
県

C
G

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
）
も

活
用

し
、

学
習

成
果

を
家

庭
に

持
ち

帰
れ

る
よ

う
工

夫
す

る
。

【
岡
田
委
員
】

6
.防

災
訓

練
（
疑

似
体

験
）

中
高

校
生

に
も

社
会

・
体

育
の

総
合

授
業

で
現

場
(川

原
そ

の
他

）
で

の
土

嚢
づ

く
り

の
実

習
等

を
組

み
入

れ
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

。
プ

ー
ル

を
利

用
し

た
水

流
の

あ
る

状
態

で
の

歩
行

訓
練

が
考

え
ら

れ
る

。
視

聴
覚

に
訴

え
た

啓
蒙

運
動

を
す

る
こ

と
(映

画
･D

V
D

・
個

人
的

な
体

験
を

聞
く

等
）
が

考
え

ら
れ

る
。

【
中
川
委
員
】

7
.危

険
度

認
識

調
査

の
実

施
下

流
各

市
の

氾
濫

想
定

区
域

を
対

象
に

危
険

度
認

識
調

査
を

実
施

す
る

（
統

計
的

な
調

査
）
。

調
査

で
は

、
災

害
に

対
す

る
覚

悟
（
耐

性
）
、

過
去

に
災

害
体

験
が

あ
る

場
合

そ
れ

ら
が

正
し

く
伝

承
さ

れ
て

い
る

か
、

住
民

は
武

庫
川

を
危

険
と

考
え

て
い

る
か

、
な

ど
を

調
べ

る
。

【
中
川
委
員
】

8
.中

小
企

業
へ

の
対

応
中

小
企

業
向

け
減

災
対

策
研

修
を

実
施

し
、

ハ
ザ

ー
ド

情
報

を
提

供
す

る
。

【
田
村
委
員
】

9
.ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

住
民

自
ら

、
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
も

と
に

ま
ち

の
再

点
検

や
課

題
の

明
確

化
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

行
政

は
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

等
の

情
報

を
丁

寧
に

説
明

す
る

責
任

が
あ

る
。

ま
た

今
後

の
情

報
公

開
時

の
精

度
（
例

え
ば

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

浸
水

深
）
に

課
題

が
あ

る
。

水
害
リ
ス
ク
の
普
及
啓
発

流
域

関
係

市
が

自
主

防
災

組
織

等
を

対
象

と
し

て
行

う
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
活

用
し

た
防

災
教

育
、

地
域

住
民

も
参

加
し

た
防

災
訓

練
等

に
よ

り
平

常
時

か
ら

の
防

災
意

識
の

向
上

を
図

る
。
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分
類

河
川
整
備
基
本
方
針

委
員
か
ら
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
の
提
案

【
中
川
委
員
】

1
0
.リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

開
催

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

リ
ス

ク
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
と

し
て

位
置

づ
け

、
住

民
と

情
報

提
供

側
（
県

、
市

）
と

で
、

地
区

毎
の

小
さ

な
単

位
（
大

き
く

て
も

小
学

校
区

単
位

）
で

、
減

災
専

門
家

の
指

導
に

よ
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

県
で

開
催

す
る

。
・
現

状
認

識
→

課
題

の
共

通
理

解
→

対
策

の
検

討
と

い
う

手
順

は
共

通
で

あ
る

べ
き

。
・
減

災
対

策
に

直
接

的
に

必
須

で
は

な
い

価
値

観
の

住
民

相
互

の
衝

突
を

回
避

す
る

た
め

、
減

災
対

策
に

絞
り

込
ん

だ
課

題
設

定
か

ら
出

発
す

る
。

・
個

別
課

題
に

関
心

を
持

つ
組

織
と

地
域

住
民

の
誰

も
が

加
入

し
て

い
る

組
織

の
機

能
（
役

割
）
分

担
を

意
識

す
る

。

【
中
川
委
員
】

1
1
.ま

ち
歩

き
w
it
h
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

実
際

に
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
手

に
し

て
街

区
を

歩
け

ば
、

ど
こ

が
な

ぜ
危

険
な

の
か

が
見

え
て

く
る

。
「
武

庫
川

レ
ン

ジ
ャ

ー
」
や

地
域

住
民

等
に

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

片
手

に
ま

ち
歩

き
を

行
う

イ
ベ

ン
ト

を
企

画
・
実

施
し

て
も

ら
う

。
県

は
、

実
施

時
の

経
費

の
一

部
を

助
成

す
る

（
数

万
円

／
回

程
度

）
。

各
市

は
希

望
に

応
じ

て
水

防
活

動
の

専
門

家
派

遣
と

対
象

街
区

の
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

（
紙

）
を

提
供

す
る

。

【
中
川
委
員
】

1
2
.土

地
取

引
の

誘
導

不
動

産
取

引
時

に
ハ

ザ
ー

ド
情

報
等

を
告

知
義

務
化

（
重

要
事

項
）

-
項

目
：
浸

水
深

、
流

速
、

災
害

（
浸

水
）
履

歴
（
過

去
5
0
年

程
度

？
）
、

建
物

浸
水

歴
根

拠
法

と
し

て
条

例
整

備
-
条

例
整

備
ま

で
の

間
：
関

連
団

体
に

協
力

を
依

頼
業

界
団

体
に

ハ
ザ

ー
ド

情
報

提
供

説
明

会
の

開
催

-
団

体
：
(社

)兵
庫

県
宅

地
建

物
取

引
業

協
会

、
(社

)全
日

本
不

動
産

協
会

兵
庫

本
部

【
中
川
委
員
】

1
3
.街

ま
る
ご
と
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

推
進

街
区

の
電

柱
、

広
報

掲
示

板
、

建
物

壁
面

な
ど

を
活

用
し

て
、

浸
水

深
を

掲
示

す
る

。
浸

水
深

が
深

い
地

域
（
例

：
1
.0

m
以

上
）
、

主
要

交
通

拠
点

周
辺

（
例

：
西

宮
北

口
周

辺
）
、

県
公

共
施

設
は

県
自

ら
が

設
置

す
る

。
浸

水
深

が
浅

い
地

域
（
例

：
1
.0

ｍ
未

満
）
は

、
基

礎
自

治
体

お
よ

び
住

民
が

掲
示

で
き

る
よ

う
に

支
援

す
る

制
度

を
創

設
す

る
。

県
は

、
屋

外
広

告
物

に
関

す
る

規
制

に
抵

触
し

な
い

よ
う

に
各

市
・
関

係
機

関
と

調
整

を
行

い
、

電
柱

所
有

者
（
関

西
電

力
、

Ｎ
Ｔ

Ｔ
等

）
と

掲
示

許
諾

に
関

す
る

包
括

協
定

等
を

締
結

し
、

基
礎

自
治

体
や

住
民

が
実

施
時

に
個

別
調

整
せ

ず
に

す
む

よ
う

に
環

境
整

備
を

図
る

。

【
伊
藤
委
員
】

1
4
.ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

周
知

徹
底

に
つ
い
て

(既
に

居
住

し
て

い
る

市
民

に
対

し
て

)
小

学
校

区
ご

と
に

設
け

ら
れ

た
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
あ

る
い

は
小

学
校

区
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
で

の
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
利

用
し

た
減

災
対

策
の

立
案

と
徹

底
を

指
導

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
(目

で
見

え
る

告
知

)
浸

水
想

定
ラ

イ
ン

を
公

共
施

設
を

中
心

に
設

置
す

る
こ

と
が

有
効

(流
域

内
で

新
た

に
開

発
、

建
築

す
る

業
者

、
個

人
に

対
し

て
)

開
発

業
者

に
対

す
る

事
前

説
明

、
不

動
産

取
引

で
の

重
要

事
項

に
準

じ
た

公
表

等

【
中
川
委
員
】

1
5
.住

民
手

製
の

ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
「
わ

が
ま
ち
防

災
マ
ッ
プ
」
作

成
の

支
援

住
民

自
ら

が
地

域
の

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
作

り
を

行
え

る
よ

う
に

支
援

す
る

。
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

検
討

時
の

専
門

家
派

遣
、

制
作

費
の

一
部

補
助

、
印

刷
費

の
一

部
補

助
な

ど
。
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分
類

河
川
整
備
基
本
方
針

委
員
か
ら
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
の
提
案

【
中

川
委

員
】

1
6
.流

域
の

基
礎

自
治

体
向

け
行

政
職

員
研

修
の

定
期

的
実

施
流

域
の

基
礎

自
治

体
の

都
市

計
画

部
署

、
河

川
担

当
部

署
、

ま
ち

づ
く

り
担

当
部

署
等

を
対

象
に

し
た

行
政

職
員

研
修

を
最

低
年

に
１

回
は

開
催

す
る

。
毎

年
基

礎
自

治
体

担
当

者
が

異
動

す
る

こ
と

を
前

提
と

し
て

、
①

県
が

武
庫

川
水

系
に

お
け

る
減

災
対

策
の

推
進

に
対

し
て

強
い

推
進

意
志

を
持

つ
こ

と
を

浸
透

さ
せ

る
、

②
基

礎
自

治
体

の
担

当
職

員
に

日
々

の
担

当
業

務
の

中
で

、
減

災
対

策
を

同
時

並
行

的
に

実
践

し
て

頂
く

こ
と

、
を

目
的

に
開

催
す

る
。

２
　
「
逃
げ

る
」

防
災
情
報

を
把
握
し
避

難
す
る

【
中
川
委
員
】

1
7
.水

に
強

い
く
ら
し
の

小
技

(こ
わ

ざ
)集

（
仮

称
）
の

作
成

と
活

用
水

害
に

し
な

や
か

に
対

応
す

る
た

め
の

暮
ら

し
の

中
で

の
小

技
集

の
作

成
を

県
が

行
う

。
小

技
は

、
例

え
ば

「
豪

雨
時

に
は

１
階

で
就

寝
し

な
い

」
「
豪

雨
時

に
は

高
齢

者
は

２
階

以
上

に
移

動
す

る
」
「
豪

雨
時

に
は

非
常

持
ち

出
し

袋
を

用
意

す
る

」
「
半

地
下

の
車

庫
に

車
を

停
め

な
い

」
「
貴

重
品

は
１

階
に

置
か

な
い

」
「
警

報
発

令
時

に
は

地
下

室
や

地
下

街
に

は
近

づ
か

な
い

」
「自

家
用

車
の

前
輪

は
乗

り
上

げ
て

お
く

」
等

等
、

小
技

の
収

集
は

広
く

行
う

。
作

成
し

た
小

技
集

は
、

基
礎

自
治

体
も

啓
発

ツ
ー

ル
と

し
て

活
用

し
、

地
域

Ｆ
Ｍ

番
組

で
の

活
用

、
出

前
講

座
、

防
災

訓
練

な
ど

機
会

ご
と

に
活

用
す

る
。

【
中

川
委

員
】

1
8
.減

災
対

策
推

進
の

ヒ
ン
ト
集

（
仮

称
）
作

成
具

体
的

な
ア

イ
デ

ア
を

基
礎

自
治

体
が

活
用

で
き

る
よ

う
に

、
減

災
対

策
推

進
の

ヒ
ン

ト
集

（
仮

称
）
を

県
が

作
成

す
る

。
掲

載
す

る
ア

イ
デ

ア
に

つ
い

て
は

、
検

討
課

題
が

含
ま

れ
る

も
の

は
検

討
す

べ
き

課
題

を
、

先
行

事
例

が
挙

げ
ら

れ
る

も
の

は
事

例
を

収
録

す
る

。
ま

た
、

民
間

（
事

業
者

、
住

民
）
で

取
り

組
め

る
ヒ

ン
ト
も

収
録

す
る

。
本

検
討

会
で

提
案

さ
れ

て
き

た
減

災
対

策
は

、
今

後
の

ヒ
ン

ト
に

な
る

た
め

、
行

政
担

当
者

が
交

代
し

て
い

く
こ

と
を

前
提

に
し

て
、

こ
れ

ら
の

ヒ
ン

ト
を

協
議

会
の

議
論

に
引

き
継

い
で

い
く

具
体

的
な

方
策

を
盛

り
込

む
必

要
が

あ
る

。
モ

デ
ル

地
区

で
の

取
組

状
況

を
も

と
に

作
成

さ
れ

る
マ

ニ
ュ

ア
ル

は
、

1
)適

時
性

に
乏

し
く

な
る

、
2
)作

成
さ

れ
る

だ
け

で
利

用
さ

れ
な

い
、

と
い

っ
た

恐
れ

が
あ

る
た

め
再

考
が

必
要

。

【
中

川
委

員
】

1
9
.中

山
間

地
と
市

街
地

の
被

害
相

違
市

街
地

と
死

亡
要

因
が

異
な

る
中

山
間

地
（
篠

山
、

三
田

）
で

の
死

者
発

生
防

止
対

策
も

強
化

す
べ

き
。

【
中

川
委

員
】

2
0
.中

山
間

地
で
の

豪
雨

へ
の

対
策

中
山

間
地

で
は

豪
雨

時
に

圃
場

や
用

水
路

が
気

に
な

り
単

身
で

見
回

り
に

出
て

死
亡

（
水

死
）
す

る
ケ

ー
ス

が
あ

る
。

篠
山

、
三

田
で

は
土

砂
災

害
が

心
配

さ
れ

る
区

域
も

あ
り

、
豪

雨
時

の
単

身
見

回
り

自
粛

を
農

会
な

ど
を

通
じ

て
周

知
す

る
。

中
～

上
流

域
で

の
減

災
対

策
に

つ
い

て
は

、
①

支
川

、
②

合
流

点
、

③
水

害
既

往
地

に
留

意
し

て
重

点
化

が
必

要
。

支
川

に
お

け
る

減
災

対
策

は
、

局
地

的
な

豪
雨

に
よ

る
被

害
も

想
定

し
、

1
）
避

難
に

許
さ

れ
る

時
間

が
短

い
（
急

激
な

水
位

上
昇

が
発

生
し

う
る

）
2
)避

難
所

ま
で

の
移

動
が

容
易

で
は

な
い

（
距

離
が

遠
い

、
移

動
動

線
が

複
雑

な
ど

）
3
)土

砂
災

害
と

の
2
重

被
害

の
点

へ
の

留
意

が
必

要
で

あ
る

。
8
月

1
日

～
2
日

の
大

雨
か

ら
減

災
対

策
に

汲
み

取
る

べ
き

事
項

は
、

以
下

の
と

お
り

。
1
)支

川
お

よ
び

合
流

点
付

近
で

の
重

点
的

な
減

災
対

策
2
)局

地
的

大
雨

で
計

画
基

準
点

で
は

問
題

な
く

流
下

で
き

て
も

、
被

災
す

る
可

能
性

が
高

い
相

対
的

な
ハ

イ
リ

ス
ク

地
で

の
減

災
対

策
の

重
点

化
3
)被

災
経

験
者

で
も

避
難

所
へ

の
移

動
が

遅
れ

る
（
移

動
で

き
な

い
・
移

動
し

な
い

な
ど

）
要

因
分

析
と

そ
の

対
策

【
法
西
委
員
】

2
1
.自

助
・
共

助
・
公

助
自
助
・
共
助

地
域

で
誰

が
（
お

年
寄

り
、

乳
幼

児
）
問

題
と

な
っ

て
い

る
の

か
、

誰
が

避
難

地
に

誘
導

す
る

の
か

、
リ

ー
ダ

ー
は

誰
を

選
ぶ

の
か

公
助

ど
の

地
域

で
は

ど
の

よ
う

な
公

助
が

必
要

な
の

か
、

防
災

訓
練

は
ど

の
様

に
す

る
の

か
※

土
砂

災
害

が
発

生
す

る
中

山
間

地
は

、
別

途
違

う
考

え
が

必
要

か

避
難
方
法
の
普
及
啓
発

流
域

関
係

市
が

自
主

防
災

組
織

等
を

対
象

と
し

て
行

う
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
活

用
し

た
防

災
教

育
、

地
域

住
民

も
参

加
し

た
防

災
訓

練
等

に
よ

り
平

常
時

か
ら

の
防

災
意

識
の

向
上

を
図

る
。

河
川

情
報

の
収

集
と

情
報

伝
達

体
制

の
整

備
に

よ
る

警
戒

避
難

態
勢

の
充

実
を

関
係

機
関

や
地

域
住

民
と

連
携

し
て

推
進

す
る

。

自
助

に
基

づ
く

減
災

対
策

の
促

進
に

向
け

た
啓

発
を

図
る

。
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分
類

河
川
整
備
基
本
方
針

委
員
か
ら
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
の
提
案

【
田
村
委
員
】

2
2
.災

害
時

に
お
け
る
高

齢
者

や
障

害
者

を
ふ

く
め
た
共

助
対

応
が

必
要

と
考

え
る
。

【
田
村
委
員
】

2
3
.近

隣
の

中
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
や

高
い
公

的
施

設
と
の

一
時

避
難

連
携

、
協

定
な
ど
の

対
策

が
必

要
と
考

え
る
。

【
中
川
委
員
】

2
4
.垂

直
方

向
の

避
難

経
路

設
定

自
宅

が
戸

建
て

の
場

合
、

近
隣

の
マ

ン
シ

ョ
ン

な
ど

を
１

次
避

難
場

所
と

し
て

活
用

さ
せ

る
。

予
め

、
自

治
会

と
マ

ン
シ

ョ
ン

で
協

定
す

る
な

ど
。

垂
直

方
向

へ
の

避
難

経
路

を
確

保
す

る
。

【
岡
田
委
員
】

2
5
.避

難
場

所
避

難
場

所
の

設
定

は
市

単
位

だ
け

で
な

く
、

隣
接

す
る

市
域

と
の

共
有

が
必

要
で

、
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

も
こ

の
点

を
考

慮
し

て
作

成
す

る
こ

と
も

必
要

と
思

わ
れ

る
。

ま
た

尼
崎

・
伊

丹
市

で
は

武
庫

川
だ

け
で

な
く

猪
名

川
の

影
響

も
一

緒
に

考
え

る
必

要
が

あ
る

。

【
中
川
委
員
】

2
6
.垂

直
方

向
の

避
難

経
路

設
定

下
流

の
浸

水
深

が
示

さ
れ

る
地

域
で

は
、

避
難

す
る

方
向

を
誤

る
と

①
間

に
合

わ
な

い
、

②
か

え
っ

て
危

険
を

増
す

、
場

合
が

あ
る

。
水

平
方

向
に

移
動

す
る

場
合

に
は

、
よ

り
標

高
の

高
い

方
向

（
山

手
や

台
地

）
へ

の
避

難
経

路
を

想
定

し
住

民
に

周
知

す
る

。
行

き
止

ま
り

や
ア

ン
ダ

ー
パ

ス
を

割
け

、
浸

水
深

の
深

い
地

域
か

ら
高

い
標

高
の

方
向

へ
延

び
る

道
路

を
避

難
経

路
と

し
て

設
定

す
る

。
上

記
(a

)の
避

難
方

向
を

予
め

街
路

に
掲

示
し

て
お

く
（
と

っ
さ

の
際

に
避

難
方

向
を

誤
ら

な
い

た
め

に
）
。

街
路

掲
示

方
法

は
（
２

）
と

同
様

。
さ

ら
に

、
次

の
点

を
減

災
対

策
で

具
体

化
す

る
必

要
が

あ
る

。
・
 垂

直
方

向
へ

の
避

難
の

確
保

（
2
0
0
9
年

3
月

2
9
日

付
提

案
書

参
照

）
・
 「

避
難

」
と

は
リ

ス
ク

か
ら

遠
ざ

か
る

（
避

け
る

）
行

動
の

こ
と

。
決

し
て

避
難

所
に

移
動

す
る

こ
と

だ
け

が
避

難
で

は
な

い
こ

と
の

徹
底

。
（
第

6
回

検
討

会
）

・
 す

で
に

浸
水

が
始

ま
っ

て
い

る
時

の
具

体
的

避
難

方
法

の
徹

底
（
浸

水
開

始
後

に
は

避
難

所
へ

移
動

し
な

い
）

【
中
川
委
員
】

2
7
.繁

華
街

等
で
の

避
難

・
誘

導
の

掲
示

西
宮

市
の

大
規

模
商

業
施

設
、

尼
崎

市
の

商
店

街
や

中
小

企
業

群
な

ど
、

市
内

居
住

者
で

あ
っ

て
も

そ
の

街
区

の
非

居
住

者
（
外

出
者

）
が

多
数

居
る

と
思

わ
れ

る
。

こ
う

し
た

地
域

に
は

重
点

的
に

、
浸

水
し

な
い

避
難

所
へ

の
誘

導
か

、
あ

る
い

は
、

建
物

や
状

況
に

よ
っ

て
は

そ
の

建
物

に
留

ま
る

た
め

の
判

断
材

料
を

掲
示

す
る

。

【
中
川
委
員
】

2
8
.非

住
民

・
外

出
中

へ
の

対
応

ハ
ザ

ー
ド

情
報

の
周

知
先

は
住

民
の

み
で

は
足

り
な

い
。

実
際

に
、

非
住

民
や

外
出

中
に

被
害

に
遭

遇
し

て
い

る
旨

の
報

告
が

あ
る

。
町

に
詳

し
く

な
い

人
が

い
る

前
提

で
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
（
例

：
街

中
や

駅
、

公
共

施
設

で
の

掲
示

の
強

化
は

必
要

）

【
中
川
委
員
】

2
9
.浸

水
想

定
区

域
で
の

防
災

無
線

の
各

戸
整

備
防

災
無

線
の

整
備

が
遅

れ
て

い
る

基
礎

自
治

体
、

特
に

浸
水

想
定

区
域

を
抱

え
る

基
礎

自
治

体
で

の
整

備
に

は
、

５
ヵ

年
程

度
の

時
限

付
き

で
県

が
整

備
を

支
援

す
る

。
（
各

戸
整

備
と

す
る

理
由

：
特

に
都

市
部

で
は

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
イ

に
依

存
し

た
連

絡
網

に
期

待
す

る
こ

と
は

困
難

な
状

況
に

あ
る

。
）

【
中
川
委
員
】

3
0
.豪

雨
時

の
見

学
抑

止
豪

雨
時

に
水

防
活

動
以

外
で

の
立

ち
入

り
を

制
限

す
る

地
域

（
特

に
管

理
用

道
路

な
ど

）
を

予
め

設
定

し
、

立
ち

入
り

制
限

を
実

施
す

る
。

代
わ

り
に

、
本

川
数

箇
所

に
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

中
継

カ
メ

ラ
を

設
置

し
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

な
状

態
を

伝
え

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

。

３
　
「
守
る
」

関
係
機
関

や
地
域
と
の

連
携
強
化

水
防
情
報
の
充
実
等
に
よ
る
水
防
活
動
と
の
連
携

の
強
化
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分
類

河
川
整
備
基
本
方
針

委
員
か
ら
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
の
提
案

【
中
川
委
員
】

3
1
.情

報
提

供
の

改
善

(ｃ
)警

報
発

令
時

な
ど

の
住

民
へ

の
情

報
提

供
に

は
、

防
災

無
線

は
当

然
な

が
ら

、
そ

れ
以

外
の

伝
達

手
段

と
し

て
は

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
（
w

eb
）
よ

り
テ

レ
ビ

テ
ロ

ッ
プ

活
用

の
ほ

う
が

一
般

へ
の

訴
求

力
が

あ
る

。
携

帯
メ

ー
ル

や
地

域
F

M
も

活
用

で
き

る
。

2
0
1
1
年

に
移

行
す

る
デ

ジ
タ

ル
放

送
の

活
用

も
具

体
的

に
検

討
さ

れ
た

い
。

(d
)本

川
沿

い
な

ど
特

に
周

知
の

緊
急

性
が

求
め

ら
れ

る
地

域
に

つ
い

て
は

、
重

点
的

に
サ

イ
レ

ン
の

設
置

や
半

鐘
の

復
活

な
ど

も
検

討
さ

れ
た

い
。

【
中
川
委
員
】

3
2
.中

小
企

業
へ

の
対

応
中

小
企

業
向

け
減

災
対

策
研

修
を

実
施

し
、

取
り

う
る

対
策

を
提

供
す

る
。

（
保

険
加

入
な

ど
）

【
中
川
委
員
】

3
3
.電

気
設

備
等

の
嵩

上
げ
化

電
源

設
備

等
の

水
没

を
防

止
す

る
た

め
に

嵩
上

げ
重

点
防

御
施

設
の

嵩
上

げ
化

の
助

成
（
病

院
、

高
齢

者
福

祉
施

設
等

）

【
中
川
委
員
】

3
4
.重

要
施

設
の

重
点

対
策

ポ
ン

プ
場

：
ポ

ン
プ

停
止

の
条

件
と

避
難

対
応

の
整

合
性

、
浸

水
防

止
策

の
考

え
方

の
整

理
が

必
要

。
そ

の
他

、
ポ

ン
プ

施
設

の
落

雷
対

応
（
電

源
回

路
二

重
化

）
。

病
院

：
中

核
病

院
の

機
能

停
止

は
出

来
る

限
り

防
ぐ

。
特

に
電

気
設

備
の

耐
水

化
必

須
。

 こ
れ

ら
施

設
へ

の
耐

水
化

に
つ

い
て

は
、

補
助

制
度

も
創

設
。

高
齢

者
福

祉
施

設
：
避

難
が

困
難

。
施

設
内

避
難

で
対

応
で

き
る

よ
う

な
対

策
が

必
要

。
電

気
設

備
の

耐
水

化
重

要
。

【
中
川
委
員
】

3
5
.建

築
協

定
や

地
区

計
画

制
度

の
活

用
こ

れ
ら

の
協

定
や

制
度

に
減

災
の

具
体

的
対

応
を

含
め

る
こ

と
で

、
実

質
的

な
規

制
を

推
進

で
き

る
可

能
性

が
あ

る
。

た
だ

し
、

主
体

は
基

礎
自

治
体

や
地

域
住

民
で

あ
り

合
意

が
前

提
と

な
る

施
策

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

県
は

促
進

を
強

く
促

す
施

策
を

創
設

す
る

。
-
協

定
や

地
区

計
画

の
減

災
の

た
め

の
改

訂
（
新

設
含

む
）
へ

の
専

門
家

派
遣

等
支

援
制

度
-
上

記
改

訂
に

よ
る

規
制

導
入

後
の

新
改

築
に

県
の

補
助

制
度

（
新

設
）
の

適
用

【
田
村
委
員
】

3
6
.市

街
化

区
域

及
び
用

途
地

域
指

定
区

域
内

の
課

題
市

街
化

区
域

縁
辺

部
の

浸
水

常
襲

地
域

で
は

市
街

化
調

整
区

域
へ

の
編

入
等

も
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
浸

水
被

害
の

状
況

や
今

後
の

解
消

見
込

が
な

い
と

こ
ろ

で
は

新
た

な
住

宅
等

の
立

地
を

抑
制

す
る

た
め

建
築

基
準

法
に

も
と

づ
く

災
害

危
険

区
域

の
指

定
等

土
地

利
用

規
制

に
つ

い
て

も
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

【
田
村
委
員
】

3
7
.都

市
計

画
区

域
市

街
化

調
整

区
域

ま
た
は

用
途

無
指

定
区

域
の

課
題

三
田

市
や

篠
山

市
、

神
戸

市
北

部
、

宝
塚

市
北

部
の

よ
う

な
市

街
化

調
整

区
域

で
は

一
部

浸
水

深
が

2
～

3
m

の
地

域
が

あ
る

。
こ

の
様

な
場

所
は

今
後

市
街

化
区

域
へ

の
編

入
や

用
途

指
定

を
行

わ
な

い
、

ま
た

住
居

用
途

に
対

す
る

建
築

制
限

を
か

け
る

な
ど

の
対

策
が

必
要

と
考

え
る

。
浸

水
被

害
の

状
況

や
今

後
の

解
消

見
込

が
な

い
と

こ
ろ

で
は

新
た

な
住

宅
等

の
立

地
を

抑
制

す
る

た
め

建
築

基
準

法
に

も
と

づ
く

災
害

危
険

区
域

の
指

定
等

土
地

利
用

規
制

に
つ

い
て

も
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

【
中
川
委
員
】

3
8
.耐

水
化

建
築

の
促

進
戸

建
て

住
宅

の
地

盤
嵩

上
げ

や
床

面
嵩

上
げ

に
よ

る
固

定
資

産
税

減
免

、
資

金
利

子
補

給
、

信
用

貸
付

保
証

制
度

戸
建

て
住

宅
の

3
階

化
の

促
進

（
上

記
、

固
定

資
産

税
減

免
等

）
戸

建
て

住
宅

か
ら

中
低

層
マ

ン
シ

ョ
ン

（
3
階

以
上

）
等

へ
の

誘
導

嵩
上

げ
低

層
マ

ン
シ

ョ
ン

の
促

進
と

認
定

（
上

記
、

固
定

資
産

税
減

免
等

）
1
.0

～
2
.0

m
浸

水
深

が
広

が
っ

て
い

る
地

域
で

、
再

開
発

的
に

新
築

さ
れ

る
マ

ン
シ

ョ
ン

に
近

傍
の

1
次

避
難

機
能

を
担

っ
て

も
ら

う
。

氾
濫
域
で
の
土
地
利
用
の
制
度
的
な
規
制
・
誘
導

に
よ
る
減
災
対
策
の
促
進

都
市

計
画

と
連

動
し

た
流

域
及

び
氾

濫
域

の
土

地
利

用
の

規
制

や
誘

導
等

に
つ

い
て

関
係

機
関

と
調

整
を

図
る

。

既
往

洪
水

の
実

績
等

被
災

形
態

も
踏

ま
え

、
地

域
住

民
の

住
ま

い
方

の
転

換
を

促
す

。

４
　
「
備
え

る
」

水
害
に
備

え
る
ま
ち
づ

く
り
・
く
ら
し
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分
類

河
川
整
備
基
本
方
針

委
員
か
ら
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
の
提
案

【
田
村
委
員
】

3
9
.耐

水
建

築
化

2
m

以
上

の
浸

水
深

が
想

定
さ

れ
る

地
区

は
建

て
替

え
に

合
わ

せ
た

耐
水

化
建

築
、

隣
接

地
と

合
わ

せ
た

共
同

建
て

替
え

に
よ

る
中

層
住

宅
建

築
、

宅
地

盤
の

嵩
上

げ
、

人
工

地
盤

造
成

等
で

あ
る

。
第

１
種

低
層

住
居

専
用

地
域

で
は

第
1
種

高
度

地
区

(高
さ

1
0
m

以
下

)が
適

用
さ

れ
る

場
合

が
普

通
で

3
階

建
て

住
宅

は
高

さ
制

限
に

よ
り

建
築

困
難

で
あ

る
。

【
田
村
委
員
】

4
0
.都

市
計

画
規

制
内

容
と
浸

水
想

定
と
の

不
整

合
地

区
３

階
建

て
ピ

ロ
テ

ィ
建

築
を

可
能

に
す

る
用

途
変

更
や

現
行

用
途

の
ま

ま
地

区
計

画
等

に
よ

る
緩

和
措

置
策

が
必

要
で

あ
る

。
（
し

か
し

地
区

計
画

は
こ

れ
ま

で
水

害
等

は
考

慮
し

て
お

ら
ず

、
ま

た
現

行
基

準
よ

り
規

制
強

化
を

行
い

良
好

な
住

環
境

を
維

持
促

進
す

る
こ

と
が

目
的

で
適

用
さ

れ
る

こ
と

が
一

般
的

で
あ

っ
た

た
め

現
状

で
の

緩
和

措
置

は
困

難
）

具
体

の
方

法
と

し
て

は
、

①
第

1
種

高
度

地
区

(1
0
m

)を
第

2
種

高
度

地
区

(1
5
m

等
)に

変
更

す
る

②
一

度
用

途
地

域
を

第
1
種

中
高

層
住

居
専

用
地

域
等

に
指

定
替

え
し

そ
の

う
え

で
戸

建
て

住
宅

用
途

に
限

定
す

る
地

区
計

画
を

か
け

る
と

い
っ

た
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。

そ
の

第
一

歩
と

し
て

都
市

計
画

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
の

見
直

し
時

期
に

合
わ

せ
地

区
の

ま
ち

づ
く

り
将

来
像

を
位

置
づ

け
、

行
政

サ
イ

ド
で

都
市

計
画

の
見

直
し

を
行

う
こ

と
に

な
る

。

【
中
川
委
員
】

4
1
.浸

水
深

の
あ
る
地

域
で
の

地
下

室
の

建
築

抑
止

条
例

に
よ

る
禁

止
、

条
例

化
で

き
る

ま
で

は
建

築
指

導
で

止
水

板
等

の
設

置
指

導
。

地
下

部
分

の
一

定
面

積
の

除
外

優
遇

な
ど

が
あ

る
場

合
に

は
そ

れ
ら

の
適

用
を

外
す

。

【
中
川
委
員
】

4
2
.水

害
へ

の
配

慮
の

な
い
建

売
分

譲
住

宅
の

抑
止

（
建

築
許

可
時

の
厳

格
化

）
西

宮
・
尼

崎
両

市
と

も
市

自
身

が
中

低
層

マ
ン

シ
ョ

ン
等

高
度

利
用

の
方

向
に

強
力

に
誘

導
し

て
は

ど
う

か
。

【
中
川
委
員
】

4
3
.堤

防
際

の
戸

建
て
住

宅
の

更
新

抑
止

武
庫

川
河

川
敷

緑
地

内
、

お
よ

び
、

緑
地

か
ら

1
0
m

程
度

の
地

域
内

で
の

新
築

建
築

物
の

規
制

堤
防

際
の

戸
建

て
住

宅
の

建
築

規
制

へ
（
3
0
年

後
）

【
中
川
委
員
】

4
4
.生

産
緑

地
転

用
時

の
対

応
 （

西
宮

市
、

尼
崎

市
内

に
も

生
産

緑
地

は
多

数
存

在
す

る
）

将
来

的
な

転
用

時
（
市

へ
の

買
取

り
申

出
を

含
む

）
、

住
宅

地
化

な
ら

雨
水

貯
留

施
設

の
設

置
の

誘
導

・
促

進
。

【
中
川
委
員
】

4
5
.防

災
調

整
池

設
置

要
綱

の
改

訂
防

災
調

整
池

設
置

要
綱

の
改

訂
現

行
要

綱
の

第
5
条

に
「
整

備
計

画
」
ま

た
は

「
流

域
整

備
計

画
」
の

適
用

を
明

記
す

る
。

「
武

庫
川

流
域

整
備

計
画

」
で

の
規

制
「
整

備
計

画
」
ま

た
は

「
流

域
整

備
計

画
」
で

具
体

的
な

規
制

内
容

を
検

討
、

明
記

す
る

。

防
災

調
整

池
設

置
要

綱
の

本
格

改
訂

（
3
0
年

後
達

成
）

猪
名

川
や

武
庫

川
の

み
の

限
定

的
適

用
で

は
な

く
、

全
県

で
適

用
す

る
よ

う
に

改
訂

す
る

。

流
出
抑
制
対
策
の
推
進

各
種

の
開

発
事

業
等

と
連

動
し

た
流

域
及

び
氾

濫
域

の
土

地
利

用
の

規
制

や
誘

導
等

に
つ

い
て

関
係

機
関

と
調

整
を

図
る

。

各
戸

貯
留

等
と

同
様

に
付

加
的

な
流

出
抑

制
効

果
が

確
保

さ
れ

る
よ

う
取

り
組

ん
で

い
く

。

開
発

に
伴

う
防

災
調

整
池

に
つ

い
て

は
、

今
後

も
関

係
機

関
と

連
携

し
て

設
置

を
指

導
す

る
と

と
も

に
、

現
存

す
る

防
災

調
整

池
の

機
能

が
維

持
さ

れ
る

よ
う

に
努

め
、

必
要

に
応

じ
機

能
強

化
を

図
る

。
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分
類

河
川
整
備
基
本
方
針

委
員
か
ら
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
の
提
案

５
　
推
進
体

制
【

中
川

委
員

】
4
6
.減

災
対

策
推

進
を
担

う
組

織
の

設
置

（
仮

称
：
減

災
対

策
推

進
室

）
武

庫
川

水
系

の
流

域
各

市
に

対
し

て
、

武
庫

川
の

特
性

や
下

流
域

で
の

リ
ス

ク
を

踏
ま

え
た

上
で

の
水

害
に

対
す

る
減

災
対

策
を

助
言

、
指

導
し

、
推

進
す

る
機

能
を

担
う

。
新

た
な

組
織

の
設

置
が

困
難

で
あ

っ
て

も
、

最
低

で
も

主
と

し
て

減
災

対
策

推
進

を
担

う
担

当
者

を
設

置
す

る
。

【
中

川
委

員
】

4
7
.成

長
す
る
減

災
の

仕
組

み
づ
く
り

減
災

対
策

自
体

が
成

長
し

て
い

く
仕

組
み

を
今

回
の

整
備

計
画

で
組

み
込

ん
で

お
き

た
い

。
武

庫
川

流
域

の
減

災
を

実
質

的
に

チ
ェ

ッ
ク

し
検

討
す

る
場

を
設

け
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
が

ま
わ

せ
る

よ
う

に
（
p
la

n
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
）す

る
。

具
体

策
に

つ
い

て
は

、
最

低
で

も
３

～
５

年
ご

と
程

度
で

の
検

証
と

改
良

を
明

確
に

盛
り

込
ん

で
お

く
べ

き
で

あ
る

。

【
中

川
委

員
】

4
8
.減

災
対

策
に
よ
る
目

標
の

数
値

化
（
可

視
化

）
減

災
対

策
は

現
実

的
で

具
体

性
が

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

（
リ

ア
リ

テ
ィ

の
必

要
性

）
。

減
災

対
策

を
数

値
化

（
可

視
化

）
す

る
こ

と
は

十
分

に
可

能
だ

と
考

え
る

。

【
中

川
委

員
】

4
9
.基

礎
自

治
体

向
け
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の

作
成

と
活

用
基

礎
自

治
体

の
自

治
事

務
の

範
囲

で
、

武
庫

川
で

の
ハ
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意見書（減災対策検討会）
武庫川流域委員会運営委員会

松本 誠 委員長殿

                        平成 21 年 3 月 7 日

                                 流域委員 奥西一夫

第 3 回減災対策検討会で，この検討会における審議のありかたについて若干の意見を述べたが，

「協議メモ」を読むと，説明不足のために大方の理解を得られなかったように思われるので，改

めて意見書を提出する。本意見書の趣旨は中川委員の意見書（2009 年 2 月 12 日付）のそれとほ

とんど変わらないが，中川意見書が具体的，実際的立場で書かれているのに対し，本意見書は体

系的記述を心がけるので，議論を整理することにより中川意見書を補完するものとして見て頂け

れば幸いである。

１．ハザード分析とハザードマップについて

 中川委員の意見書（2009 年 2 月 12 日付）ではハザード情報に基づいてリスク分析をおこなう

ことを現在対策検討会における審議の出発点としている。これは至極まっとうなことである。つ

まり，

というフローにおいて， というリンクでハザード情報が与えられ，リスクの

分析を経てリスク対応，あるいは減災対策が出てくるべきものである。

 しかしながら，武庫川の減災対策検討会においてはハザード情報は極めて貧弱であり，兵庫県

による浸水深予測マップに基づく「ハザードマップ」が流域各市から出されている（一部は準備

中）ものの，これは本来の意味におけるハザードマップとはほど遠いものだと言わねばならない

（例えば参考資料として配付された清須市のハザードブックを見よ。これとても完全なものでは

ない）。すなわちハザードマップは流域内の自然条件の多様性に応じて，どのような出水形態の時

にどのような災害の危険があるかを示さなければならないが，武庫川流域の「ハザードマップ」

はある特定の条件を想定してシミュレーションをおこない，浸水深の分布を描いたものに過ぎず，

そこに盛られているハザード情報は極めて一面的で限定されたものに過ぎないのである。したが

って，そのような「ハザードマップ」に盛り込まれたハザード情報だけからリスク分析をおこな

うことには大きな無理がある。

 しかし，このような「ハザードマップ」以外には利用可能な系統的なハザード情報が皆無であ

るという現実の下では，上記中川委員の意見書の第１節「リスク分析」で大変苦労して書かれて

いるような分析方法を取らざるを得ない。

 既存の「ハザードマップ」では，武庫川の水位がＨＷＬに達した時に破堤が起こると想定され

ているが，破堤位置は示されていない。したがって氾濫流がどの方向に，どれくらいの流速で流

れるかも分からない。さらに問題なのは破堤確率に関する情報が全く示されていないことである。
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ハザードについては，災害を引き起こす物理的因子（力，エネルギーなど）の大きさとそれが生

起する確率が対になっていなければハザード情報にはならないのである。

 したがって，「ハザードマップ」を用いてハザード情報を分析するに当たっては，「ハザードマ

ップ」から何が読み取れるか，ということと，「ハザードマップ」に示されていないハザードをど

のように認識するか，という二本立ての分析が不可欠である。

２．土地利用の規制と誘導に関して

 水害問題の解決に最も必要で最も効果的なのは土地利用の最適化であることは世界的に認識さ

れていることである。平成 18 年 8 月 30 日付の流域委員会提言書「武庫川の総合治水へむけて」

においても，多くの個所で土地利用の適正化が必要であることを力説している。それに対して，

第３回減災対策検討会で土地利用対策について兵庫県当局者が示した態度は出席委員を怒らせる

か，呆れさせるものであった。そこで，以下では土地利用の問題を基本的なレベルから再考して

みる。ただし，ここでは防災のための土地利用と減災のための土地利用を厳密には区別しないこ

とにする。

２．１ 土地利用変化が水害危険度に与える影響

Ａ．降雨流出を増大させる土地利用変化

 開発とよばれる土地利用変化はすべて降雨流出を増大させると言っても大きな間違いではない。

その典型例は商工業団地や住宅団地の開発である。一般に開発地では排水路を設けることによっ

て降雨流出を域外に排出することは容易であり，開発地が水害を受ける心配はない。しかし，下

流域のハザードポテンシャルを確実に増大させる。下流の排水能力が不足する場合は開発許可申

請に際して調整池を義務づけられる場合があるが，基本高水流量の計算値が増大しないような措

置を要求されることはなく，事実上開発はやり放題と言える（中川意見書に記述の通り，減災対

策として調整池を見直す必要性は高い）。唯一の歯止めは市街化調整区域や保安林その他の指定に

よる開発制限である。武庫川流域では市街化区域はほぼすべてがすでに開発済であるとされてい

るが，市街化調整区域で広範に開発計画が進んでおり，これらの開発が実現すると，基本高水流

量の大幅増加が不可避となり，武庫川の河川整備基本方針が有名無実になってしまうおそれさえ

ある。河川整備方針を前提として減災対策を考える限り，市街化調整区域の解除は一切おこなわ

ないという確認が前提条件になる。

 上記の例外として，低平地における土地利用変化がある。武庫川流域内で水害ポテンシャルが

極めて高い，例えば浸水深が 2m 以上と推定されている区域のほとんどは高度に開発されていて，

これ以上降雨流出が増大する可能性はないと考えてよいが，その他の低平地では農地の宅地化，

宅地における建坪率の増加などによって降雨流出が増大する可能性がある。その影響は甲武橋地

点における武庫川の洪水流量の増大よりも内水災害の激化という形で顕著に表れるものと考えら

れる。内水災害に対する治水安全度は外水災害に対するそれに比べて格段に低いので，減災対策

において特に重視する必要がある。

Ｂ．降雨流出を減少させる土地利用変化

Ｂ－１．植物被覆の変化による降雨流出の減少
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 武庫川の流域面積の大半を占める森林の施業は降雨流出を増大させたり，減少させたりするが，

過去にあったような収奪的な伐採は今後は発生しないと考えられ，森林税その他の育林施策によ

る降雨流出の減少が見込まれる。ただし，その効果は極めて長期的に見る必要があり，これを減

災対策として見込むことは困難と考えられる。

 既開発地において，今後の人口減少に伴い，建蔽率の減少と緑地，庭園などの植生地部分の増

加が起こる可能性があるが，これも極めて長期的に見るべきもので，これも減災対策として見込

むことは困難と考えられる。

 地表面の浸透促進対策はその効果が限定的であると言われているが，内水災害の常襲地ではわ

ずかの流出量減少が内水災害を防止する顕著な効果を挙げることがある。

Ｂ－２．流域貯留

 広義の流域貯留（河道貯留も含む）の内，貯水池や遊水地による流出抑制については既に減災

対策の枠外の問題として検討が進んでいるので，ここでは除外する。

 公園や校庭を利用した雨水貯留施設は，甲武橋地点における洪水流量を抑制する手段としてす

でに検討されているが，内水災害や局地的な水害を防止する機能もあり，減災対策としても位置

づける必要がある。

 戸建て住宅における雨水貯留槽，マンション等の集合住宅における棟間貯留については，これ

まで流域委員会では十分検討されていなかった。内水災害や局地水害のハザードが高い地域では，

減災対策として重要である。

２．２ 水害リスクの高い区域の土地利用の変更

 流域内のすべての地点にはなにがしかの水害ハザードがあり，それは土地利用とその他の防

災・減災対策の現状に応じて水害リスクとして表れる。

 武庫川流域で作成され，「ハザードマップ」と称して配布されているものは本来の意味でのハザ

ードマップからはほど遠いものであること，およびこれに代わる系統的なハザード情報が存在し

ないことを認識しつつ，「ハザードマップ」を用いた土地利用の転換を検討する必要がある。また，

土地利用以外の防災・減災対策（家屋の利用形態，水害時の自助，共助体制など）も組み合わせ

る必要がある。

 土地利用の転換の具体的な検討については田村委員の意見書（090302 付）を超えることを書け

ないので，ここでは省略する。

イ．予測浸水深が大きい区域の土地利用の検討

 「ハザードマップ」では浸水深が示されているものの，浸水確率が示されていないことが最大

の欠陥であるが，予測浸水深が 2m 以上（２階も浸水）の区域は戸建て住宅には人が住めないと

考えるべきである。中高層住宅では１，２階の住民が３階以上に避難できることが最低条件であ

る。

 財産の保全に関しては，破堤を前提としている以上，財産を安全なところ（上位階を含む）に

移動させることは不可能との前提に立ち，移転について各住民が具体的に検討（移転費用と移転

しない場合の損失見積もりの比較）する必要がある。当然，破堤確率が分からなければ手も足も

出ない。また，移転の必要性が高い場合は公的規制や誘導を行う必要がある。

ロ．予測水深が小さい区域の土地利用の検討
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 「ハザードマップ」で予測浸水深が 0.5m 以下の区域については，この浸水予測から直ちに土

地利用を検討すべき必要性は低い。ただし，氾濫流の流路にあたる区域では浸水深だけでなく，

流速も加味して検討する必要がある。これは浸水と言うよりも家屋の破壊・流亡，避難の困難に

関係する

 破堤個所が変われば予測浸水深も変わることを考慮することも重要であり，また超過洪水によ

る溢水も考慮しなければならない。具体的にどのような考慮をおこなうかについては，河川管理

者から情報が提供されるべきである。

 水害は武庫川下流部の溢水，破堤だけが原因ではない。上中流部では河川整備（整備の現況を

含む）の目標安全度が低いので，仮に破堤が起こらなくても，頻繁に溢水が起こると考えなくて

はいけない。また上流部など河床勾配が大きい区間では洪水時の流速が通常堤防の安全限界とさ

れる値を超える場合が多いので，破堤について具体的に検討する必要がある。上中流部の住民に

は河川管理者からハザード情報が全く提供されていないと言っても過言ではないので，この状況

をまず何とかしなくてはならない。

 岡田委員の意見書（2 月 24 日付）にあるように，上流部の水害は土砂災害の色合いを有するこ

とが多いことにも注意が必要である。

ハ．予測水深が中程度の区域の土地利用の検討

 中程度の水深をきちんと定義することは困難であるが，このような区域に関してはイ．項とロ．

項に記したことを両方とも考慮する必要がある。差し当たっては，最も留意すべき水害形態をひ

とつ，または少数（個人を対象とする場合と大小の地域を対象とする場合で異なる）絞り込むこ

とにより，具体的な検討をおこなうことが適当であろう。

３．第３回減災対策検討会資料２について

 この資料には，基本方針（本文記載内容），流域委員会からの具体案，委員から提案のあった推

進方策と事例，などが記載されているが，委員からの提案（中川，田村，岡田各委員）は，重要

な事項については重複をいとわないものの，原則的には流域委員会からの具体案に書かれていな

いことを補ったものとして取り扱われるべきである。

 なお，本意見書に記載した事項は改めてこの資料に書き込んで頂く必要はない。
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